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令和４年度 第２回学校運営協議会評価報告書 

 

                                            鳥取県立境港総合技術高等学校 

                                                 学校長  新田 真也 

 評  価  日    令和５年２月２１日（火） 

評 価 ・ 提 言 学校の所見・改善策等 

１ 重点目標の達成状況について 

 ・概ね良好である。 

 ・工業系はもちろんのこと、他の学科においても、デジタル人材 

の育成が必要ではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 ・先端技術や職業に関することをしっかりと学んでいる。このこ

とを中学生にもっと発信して欲しい。 

 

 

 

 

 

２ 目標達成のための取組結果について 

 ・学校独自事業については取組内容とともに、予算の執行状況を 

示してほしい。 

 

３ 具体目標の達成状況について 

 ・評価基準を明確に示してほしい。各項目についてアンケート等 

を実施し、評価の根拠と数値化した明確なバックデータが必要 

ではないか。 

 

４ 目標達成のために取り組んだ具体的方策について 

 ・「境港天然クロマグロほーるもん煮込み」缶詰を東京の業者に 

送ったら大変好評で連携したいとの申し出があった。連携する 

ことで新たな進路の開拓につながる可能性がある。市として 

も期待し応援している。 

 

 

 

 

１  

 

・本年度から生徒一人一台端

末が実施となり、１年生は

全員 chromebookを持参し授

業を受けている。それに伴

い教員も校内研修を年５回

実施し、授業力の向上・改

善に取り組み、生徒・教員

ともデジタル化に対応して

いる。 

・本年度中学校での説明会に

は動画形式で卒業生にも出

演してもらいＰＲしてき

た。来年度はさらに充実し

たものにして中学生にＰＲ

していきたい。 

 

２  

・次回から示したい。 

 

 

３  

・評価基準は作成してそれに

基づき評価しているが、次年

度は根拠データも示したい。 

 

４  

・本年度東京都での販売実習

を体験したことで、生徒自

身のスキルアップにつなが

り自分自身の言葉で体験を

語れるようになった。今後

も大都市での販売実習を継

続し、是非連携をしていき

たいと考えている。 



 ・教員の研修も必要だが、現場は今何を求めているのか教員自身

が知ることが大切である。例えば、公民館ではＬＥＤへの付け

替え配線工事を必要としている。地域との連携事業で実施でき

ればと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他 

 ・中学生に対して、工業科の内容を伝えても難しいと感じてしま

い、よさが伝わらず、生徒募集につながらない。もっと単純に

面白さを前面に出しアピールしていく必要がある。 

 

 ・中学校において、調理実習やものづくり、福祉の手話教室など

高校と連携して取り組みたい内容がたくさんある。高校生が中

学生に教える場を設け、生徒同士の交流学習の機会を増やした

い。 

 ・小学校でも連携授業で帰ってきた後は毎回楽しいと言ってい

る。調理実習や６年生において実施している電動モーターの配

線などは、電気電子科の生徒が講師となり小学生を教える活動

ができる。生徒には自分の専門分野を教えることで有用感を高

めてもらいたい。是非いろいろな機会をとらえ、交流学習の機

会を持ちたい。 

 ・課題研究発表会の中にあったように、福祉科においては地域と

の良い交流ができていると感じた。市役所として本年度実施し

たオープンカンパニーへの参加が都合が合わなく参加できて

なかったが、来年度は是非参加をお願いしたい。 

 

・来年度はより一層外部との

連携を深め活動していきた

い。また、「体験的活動等

休業日」の生徒の体験的活

動の受け皿を地元の事業所

にお願いし、短期のアルバ

イトをさせたい。この取組

が定着すれば、中学生も取

り込み、ペアで就労体験が

地域と連携しできないかと

考えている。 

 

５ 

・来年度はものづくりの楽し

さを「出前授業」を通して

伝え、工業系志願者の増加

につなげたい。 

・小学生時代に本校との連携

事業を経験したことで入学

した生徒もある。本校の強

みである専門分野を中心

に、中学生も含め、小学生

時代から様々な分野で生徒

同士の交流学習を実施し、

入学者の増加につなげた

い。 

 

・来年度は日程を調整し、参

加させたい。また工業系の

インターンシップでは業界

にもお願いし、他校と連携

した職場体験実習ができな

いかと考えている。 

 


